
現現代代・・未未来来のの世世代代でで「「自自助助」」「「共共助助」」「「公公助助」」  

広島修道大学ひろしま協創高等学校 2 年 清政虎太郎 

災災害害にに対対すするる意意識識のの現現状状  

災害大国とよばれる日本。山地が国土の 75％を占め、雨や雪も多い。また、4 つのプレー

トがぶつかり合っている所に存在し、活断層は約 2,000 もあり、大地震が起こる確率もかな

り高いといわれている。しかし、喉元過ぎれば熱さを忘れる，とのことわざに象徴されるよ

うに，大災害が起こった直後には意識が高まるものの，時間の経過とともに意識が薄れる傾

向が見られる（1）。 

近年、想定をはるかに超える災害が起こっている。高い堤防を作っても、それを超えてく

る津波・氾濫が起きている。また、ハザードマップの警戒区域外でも災害が起きている。災

害はいつ起きるか分からない。大規模災害が発生したら、救援にも来てもらえないかもしれ

ない。二次災害も起きるかもしれない。災害に立ち向かうには、私たち自身が個人個人で防

災意識を高め、自助の力を高めておくしかないのではないかと私は考える。 

私の住む広島県も三角州で平野が少なく、丘陵地に住宅地が広がっている。土砂災害警戒

区域数は全国 1位（表 1）、土砂災害発生件数も全国 1 位である（表 2）。1999 年には 31 人、2014

年には 74人、2018 年には 87人が土砂災害で亡くなった。（災害関連死・行方不明者を含ま

ない。）さらに、平野部では水害も多く、それゆえ学校も何らかの災害警戒区域にあたって

いることが多い。避難所だと思われている小学校も、災害の種類によっては使用できない所

もあるのだ。だが、その広島でも避難意識が低下している。 

表１ 全国における土砂災害警戒区域等の指定状況

都道府県 土砂災害警戒区域 土砂災害警戒区域 土砂災害警戒区域 土砂災害警戒区域
うち土砂災害特別警
戒区域

うち土砂災害特別警
戒区域

うち土砂災害特別警
戒区域

うち土砂災害特別警
戒区域

1 広島県 16,908 15,359 30,796 29,713 117 0 47,821 45,072
2 ⻑崎県 5,410 4,999 30,735 29,952 1,203 0 37,348 34,951
3 島根県 13,277 2,746 18,214 18,062 721 0 32,212 20,808

土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 計

出典：国土交通省砂防部『全国における土砂災害警戒区域等の指定状況 2024/6/30時点』 をもとに作成  



東日本大震災時の避難行動を調査した内閣府・消防庁・気象庁によると、すぐに避難しな

かった理由は、「家族の安否確認」にかかわる理由が多い。この行動が、避難行動を遅らせ

る原因になっているといえる（図 1）。

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 合計
1 広島県 15 182 8 93 24 1,243 5 43 129 7 1,749
2 鹿児島県 50 70 86 130 38 59 202 122 85 68 910
3 神奈川県 55 95 55 32 134 33 214 104 88 18 828

 出典：国土交通省砂防部『都道府県別土砂災害発⽣状況（H15〜R4）：R4.12.31時点』 をもとに作成

表２ 都道府県別土砂災害発⽣状況（2013〜2022年の累計）

   出典：平成23年度東⽇本⼤震災における避難⾏動等に関する⾯接調査（住⺠）／内閣府、気象庁、総務省消防庁

        『Ⅱ-７．避難⾏動パターンとすぐに避難しなかった理由』 をもとに作成
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過去の地震でも津波が来なかったから
津波警報の津波の予想高さが高くなかったから

最初に観測された津波の高さが数十㎝と小さかったから
防潮堤など津波を防ぐ施設で防げると思ったから

家族または近所の人が⼤丈夫と言ったから
海から離れた場所にいたから

津波の恐れのない高台にいると思ったから
様子を見てからでも⼤丈夫だと思ったから

家族の安否を確認していたから
同僚などの安否を確認していたから

家族を探しにいったり、迎えにいったりしたから
地震で散乱した物の片付けをしていたから

体が不自由な家族がいてすぐ避難できなかったから
体が不自由で、すぐ避難できなかったから

高台や高層の建物が近い場所にあるので間に合うと思っていたから
停電などで津波情報が得られなかったから

津波のことは考えつかなかったから
避難誘導を⾏っていたから

自宅に戻ったから
仕事があったので

その他

図１ すぐに避難しなかった理由
全体(n=361)    内閣府・消防庁・気象庁合同調査

まさにこれを書いている途中の 8 月 8 日、日向灘で地震があった。緊急地震速報が鳴っ

た時、私の母は小学生が通う塾にいた。少し揺れた後、子どもたちが発した言葉は、「お母

さんが心配しとるかもしれん。」だったそうだ。私が一番に考えたことも、「母は大丈夫だろ

うか」ということだった。もちろん、余裕があれば、家族の安否確認ができて、安心して避

難できるのが一番だ。だが、もし、家族と別々の時に大災害が起き、通信手段が途絶えたり

して連絡がつかない状況になったら、子どもは避難（自助）（表 3）できるだろうか。子ども

に焦点を当てて考えていく。 



防防災災気気象象情情報報ののわわかかりりににくくささ  

  現在の防災気象情報は、近年の災害をきっかけに、種類や名称が増えて分かりにくい。さ

らに、名称も長く、ばらばらで、言葉だけでは理解しにくい。実際に、2024 年 7 月 1 日の

大雨の時に、分かりにくさを経験した。（表 4）（表 5）私の家族は、土砂災害警戒情報…①が解

除されたので、避難指示（土砂）は解除されたと思ったのだ。その後、表を見て、避難指示

は解除されていないことを理解したのだが、言葉だけだと大人でも分かりにくい。子どもは

理解して行動できるだろうか。 

防災気象情報が複雑なのは、「線状降水帯」等での災害をふまえてのことなので仕方ない

部分もある。見直し案も発表され、2026 年梅雨までに運用される予定だ。だが、あと 2 年

は現行の防災気象情報を使うことになる。わかりやすい表を小・中・高校の全生徒に配り、

 表３  自助・共助・公助の意味

自助  災害が発⽣したときに、まず自分自身の身の安全を守ること（家族も含む）
共助  地域やコミュニティといった周囲の人たちが協力して助け合うこと
公助  市町村や消防、県や警察、自衛隊といった公的機関による救助・援助

  出典：総務省消防庁 『自助』『共助』『公助』 をもとに作成

2:47 ⼤雨警報 発表
3:05 土砂災害警戒情報 発令

3:10※ 避難指示（土砂）発令
3:41 洪水警報 発表

10:31 洪水警報 解除
10:50 土砂災害警戒情報 解除 ←レベル4（避難指示）解除…①
14:51 ⼤雨警報解除

7月2⽇ 15:08※ 避難指示（土砂）解除 ←レベル4（避難指示）解除
※メール受信時刻

7月1⽇

表４  広島市N区の気象情報 

警戒
レベル

5 緊急安全確保 ⼤雨特別警報 氾濫発⽣情報

4 避難指示 土砂災害警戒情報 氾濫危険情報

3 高齢者等避難 ⼤雨・洪水警報 氾濫警戒情報

2 - ⼤雨・洪水注意報 氾濫注意情報

1 - 早期注意情報 -

 出典：気象庁 『防災気象情報とその効果的な利用』 をもとに作成

市町村の情報 雨の情報 洪水の情報

表５  防災気象情報 （R6.8.15 時点）



見える所に貼ってもらうようにするのはどうだろうか。そして、私たち一人一人も、きちん

と情報を受け取れるようにしなければならない。 

釜釜石石のの防防災災教教育育「「釜釜石石のの軌軌跡跡」」「「津津波波ててんんででんんここ」」  

釜石市は東日本大震災で大津波をうけ、約 1,300 人もの人が亡くなったり行方不明にな

ったりした。その中で、鵜住居小学校と釜石東中学校にいた生徒約 570 人は全員無事に避難

することができた。また、釜石小学校の 184 人も、下校後でそれぞればらばらにいたが、全

員無事に避難することができた。 

いざ緊急事態になった時にはパニックになってもおかしくないが、防災教育や先人から

の言い伝えで学んできた子どもたちは、自分で判断して避難できたのだ。先生たちも、みん

なで津波から「逃げる」ことに徹底した。 

1．想定にとらわれない

2．状況下において最善をつくす 

3．率先避難者になる 

を実践したのである。友達で助け合って逃げた子、幼稚園児の弟を連れて逃げた子、落ち着

いて避難方法を選んで助かった子……自分自身・家族・周囲の人を助けることができたのだ。

防災教育を受けた子どもたちは、「絶対に逃げる」、親は、「子どもを信じて自分も逃げる。

そして必ず迎えに行く」と約束し、信じ合って逃げることができたそうだ。防災学習・訓練

に真剣に取り組んできたから行動できたのだ。 

子子どどももをを軸軸ににすするる～～自自分分のの身身はは自自分分でで守守るる～～  

広島県でも、小学生への防災教育は強化されている。しかし、防災への取り組みはあまり

周知されていないように感じる。どこかに、「大丈夫だろう」という気持ちや、考えたくな

い気持ち、砂防ダム等の整備からくる安心感があるから、自分から情報を取りに行かない。

また、前記より内閣府・消防庁・気象庁の避難行動調査によると、避難のきっかけは、「家

族や近所の人の声かけ」や「避難している人を見たから」等、他の人を見て動く傾向がある。

（図 2）

ここで、子どもたちの力が重要になってくる。大人も真剣な子どもの姿に影響を受けるだ

ろう。 



そこで、私は、防災の意識・知識を持った学生を増やし、「子どもを軸にした自助・共助・

公助の循環輪」を提案したい。（図 3）

中学校か高校で学年を指定して、学校のカリュキュラムとして防災士養成研修講座を全

員無料で受講できるシステムを作る。（図 4） 

防災教育を受けた中高生は防災意識が高まり、家族に伝え、大人になったら、また子ども

たちに伝えていけるだろう。 

出典：平成23年度東⽇本⼤震災における避難⾏動等に関する⾯接調査（住⺠）／内閣府、気象庁、総務省消防庁

 『Ⅱ-３．避難したきっかけ』 をもとに作成
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⼤きな揺れから津波が来ると思ったから
以前、津波を体験し、津波が来ると思ったから

過去に津波被害を受けた人から、津波の危険性を聞いていたから
津波警報を見聞きしたから

テレビやラジオで津波についての放送を見聞きしたから
家族または近所の人が避難しようと言ったから

近所の人が避難していたから
会社や同僚が避難しようと言ったから
役場の人が避難を呼びかけていたから
警察の人が避難を呼びかけていたから
消防の人が避難を呼びかけていたから

津波ハザードマップから非難の必要を感じたから
海や川の水の引きを見たから
沖合に高い波が見えたから
土煙や水煙が見えたから

その他
覚えていない

図２ 避難したきっかけ
３県全体(n=763)           内閣府・消防庁・気象庁合同調査

  図３ 自助・共助・公助 の循環輪

   子ども

   自治体・警察    ⼤学⽣・地域の人
   消防・自衛隊 等    学校・研修機関 等

・防災教育
・防災士講座の無料提供 等

・防災教育
・伝承 等

・防災教育実施者への報酬の支払い
・避難訓練・講習の実施 等

・自分の身は自分で守る
・防災の知識を家族に伝える
・率先避難の姿を見せる
・⼤人になったら子どもに伝える 等

・防災意識の向上
・避難者増・犠牲者減 等

・防災意識の向上
・避難者増・犠牲者減 等

公助

公的機関

自助

自分・家族

共助

周囲の人

・率先避難の姿を見せる 等
（避難者増・犠牲者減）



現在の防災士養成講座の受講費は、学割があっても学生には厳しい額だ。自治体によって

違うが、広島市の例でいうと、現在でも自治体の助成によって無料で受講することはできる。

しかし、これを利用する条件は、学生にとってはかなり厳しい。他にも、大学で行われる講

座もあり、通常より安く受講できるが、年 1回だ。私も日程が合わず、昨年も今年も受講で

きていない。ここを打破したい。 

このシステムには、行政や研修機関、学校の支援が必要だ。災害が起こってから行われる

ことだけが共助や公助ではなく、防災においての支援も共助・公助といえると思う。 

避難の三原則は、どの災害に対しても共通しているはずだ。「こんなことになるとは思わ

なかった」と、大切な人を失うことのないように、それぞれの地域にあった避難計画・訓練

をし、災害に備えることが重要だ。 

 また、子どもたちが「必ず避難している」と信じることができれば、親も避難できる。教

員・警察・消防、行政職員等、職務でかけつけられない親の不安も減るだろう。そして、子

どもを守ろうという思いを感じられる街に人は住みたいと思うだろう。 

おおわわりりにに  

今年度、広島県では全国初の「防災職」が採用された。また、今回この論文を書く過程で、

守ろうとしてくれている大人たち、災害について考えようとしている子どもたちを知るこ

とができた。南海トラフ地震等が恐怖で仕方なかったが、少し希望を持つことができた。学

校の先生に防災教育について相談してみようと思う。他の県の人とも話がしてみたい。まず

は、10 月にある修学旅行から全員無事に帰る為に、旅先のハザードマップを確認し、避難

計画をたてておこうと思う。 
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